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平
成
二
十
六
年
度
の
入
学

試
験
は
例
年
ど
お
り
、
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
利
用
入
学
試
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東
京
短
大
、
新
潟
短
大
の
入
学
試
験
も

験
と
、
本
学
で
実
施
す
る
一

般
選
抜
入
学
試
験
の
二
本
立

て
で
行
わ
れ
た
。

　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
セ
ン
タ
ー
試
験
は
一
月

十
八
・
十
九
日
の
両
日
、全
国

の
試
験
会
場
で
一
斉
に
施
行

さ
れ
、
本
学
の
両
学
部
も
試

験
会
場
と
な
っ
た
。

　
本
学
で
は
本
年
も
、
同
一

試
験
日
に
両
学
部
の
受
験
と

併
願
が
可
能
と
な
る
「
全
学

部
入
試
」
を
一
般
選
抜
入
試

と
セ
ン
タ
ー
利
用
入
試
で
実

施
し
た
。

　
一
般
選
抜
入
学
試
験
の

前
期
試
験
は
、
生
命
歯
学
部

（
東
京
）
に
お
い
て
、
英
語
・

数
学
・
理
科
、
三
科
目
の
学

力
試
験
と
面
接
試
験
を
二
月

一
日
に
実
施
し
、
四
日
に
合

格
者
を
発
表
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
利
用
前
期
入
学

試
験
は
、
二
月
五
日
に
生
命

歯
学
部
（
東
京
）
に
お
い
て

面
接
試
験
を
実
施
し
、
七
日

に
合
格
者
を
発
表
し
た
。

　
一
般
選
抜
、
セ
ン
タ
ー
利

用
と
も
両
学
部
の
合
格
者

は
、
そ
の
受
験
者
番
号
を
生

命
歯
学
部
本
館
一
階
の
メ
モ

リ
ア
ル
ホ
ー
ル
に
掲
示
発
表

し
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
。

　
追
っ
て
、
一
般
選
抜
後
期

試
験
（
学
力
・
面
接
）
は
三

月
二
日
に
、
セ
ン
タ
ー
利
用

後
期
試
験
（
面
接
）
は
三
月

十
七
日
に
、
い
ず
れ
も
生
命

歯
学
部
（
東
京
）
に
お
い
て

「
全
学
部
入
試
」
を
も
っ
て

実
施
し
た
。

　
な
お
平
成
二
十
七
年
度
一

般
選
抜
試
験
の
学
力
試
験
科

目
は
、①
英
語
が
必
須
、②
数

学
・
国
語
・
物
理
・
生
物
・
化

学
か
ら
二
科
目
が
選
択
と
な

る
。
本
年
八
月
発
表
予
定
の

入
試
要
項
に
詳
細
を
掲
載
す

る
。

　
ま
た
東
京
短
期
大
学
で
は

歯
科
技
工
学
科
と
歯
科
衛

生
学
科
の
一
般
Ａ
入
学
試

験
（
学
力
・
面
接
）
を
一
月

二
十
六
日
に
実
施
し
、
一
般

Ｂ
入
学
試
験
（
学
力
・
面
接
）

を
三
月
八
日
に
実
施
し
た
。

　
新
潟
短
期
大
学
で
は
、
歯

科
衛
生
学
科
の
一
般
選
抜
試

験
（
学
力
・
面
接
）
を
一
月

二
十
五
日
に
実
施
し
た
。

歯
学
博
士�!

筒
井
　
健
機

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
す
る

新
潟
短
大

学　
　

長

歯
学
博
士

�!

又
賀　
　

泉

生
命
歯
学
部
口
腔
外
科
学
講

座
併
任
を
命
ず
る

大
学
院
生
命
歯
学
研
究
科
の

担
当
を
命
ず
る
（
口
腔
外
科

学
）

略
歴
・
昭
和
50
年
３
月
本
学

卒
業
（
第
64
回
卒
）。同
年
６

月
本
学
新
潟
歯
学
部
口
腔
外

科
学
教
室
第
二
講
座
助
手
、

54
年
４
月
講
師
、
60
年
４
月

助
教
授
を
経
て
、
平
成
７
年

11
月
教
授
に
就
任
、
21
年
４

月
講
座
統
合
に
よ
り
、
口
腔

外
科
学
講
座
主
任
教
授
、
24

年
10
月
新
潟
短
期
大
学
学
長

に
就
任
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
一
日

教

授

博
士（
歯
学
）田
中
　
　
彰

新
潟
生
命
歯
学
部
口
腔
外
科

学
講
座
に
配
置
換
を
命
ず
る

（
新
潟
病
院
口
腔
外
科
）

大
学
院
新
潟
生
命
歯
学
研
究

科
の
担
当
を
命
ず
る
（
顎
口

腔
全
身
治
療
学
）

略
歴
・
平
成
２
年
３
月
本
学

卒
業
（
第
79
回
卒
）、６
年
３

月
大
学
院
新
潟
歯
学
研
究
科

修
了
。
７
年
８
月
本
学
新
潟

歯
学
部
口
腔
外
科
学
第
二
講

座
助
手
、14
年
４
月
講
師
、15

年
４
月
附
属
病
院
口
腔
外
科

に
配
置
換
。
17
年
４
月
助
教

授
を
経
て
、
24
年
４
月
教
授

に
就
任
。

平
成
二
十
六
年
一
月
一
日

医
療
職
員�!

富
山
　
優
子

医
科
病
院
看
護
科
看
護
師
長

を
命
ず
る

平
成
二
十
六
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
本
　
学

　
本
学
名
誉
教
授
で
前
新
潟

生
命
歯
学
部
長
の
小
倉
英
夫

先
生
は
、
一
月
二
十
四
日
逝

去
さ
れ
た
。

　
小
倉
名
誉
教
授
は
、
昭
和

四
十
三
年
本
学
卒
業
（
第

五
十
七
回
卒
）。大
学
院
歯
学

研
究
科
修
了
後
、
歯
科
理
工

学
助
手
、新
潟
歯
学
部
講
師
、

助
教
授
、
新
潟
短
期
大
学
教

授
を
経
て
、
平
成
七
年
教
授

に
就
任
。
昨
二
十
五
年
三
月

に
退
職
す
る
ま
で
、
十
七
年

余
に
わ
た
り
新
潟
生
命
歯
学

部
歯
科
理
工
学
講
座
を
主

宰
し
た
。
十
四
年
か
ら
学
校

法
人
日
本
歯
科
大
学
理
事
、

二
十
年
か
ら
新
潟
生
命
歯
学

部
長
を
務
め
た
。

　
な
お
故
人
の
遺
志
に
よ
り

葬
儀
・
告
別
式
は
、近
親
者
に

よ
る
家
族
葬
で
行
わ
れ
た
。
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長
年
に
わ
た
り
ア
フ
リ
カ

の
カ
ラ
自
立
支
援
活
動
に
た

ず
さ
わ
る
本
学
五
十
四
回
卒

の
村
上
一
枝
先
生
に
、
こ
の

た
び
ソ
ラ
プ
チ
ミ
ス
ト
日
本

財
団
か
ら
社
会
貢
献
賞
が
贈

呈
さ
れ
た
。

　
ソ
ラ
プ
チ
ミ
ス
ト
財
団

は
、
管
理
職
、
専
門
職
に
つ

い
て
い
る
女
性
の
世
界
的
組

中原泉学長から筒井教授（左）に記念品
が手渡された

新潟の薬理学講座メンバーに囲まれ、花
束を手にする木村教授（中央右）

村
上
一
枝
先
生
（
五
十
四
回
卒
）

ソ
ラ
プ
チ
ミ
ス
ト
社
会
貢
献
賞
受
賞

新
潟
病
院
口
腔
外
科

佐
久
間
助
手
受
賞

佐
藤
田
鶴
子
名
誉
教
授

歯
科
医
学
会
会
長
賞

鴨
井
名
誉
教
授
の
叙
勲

苅
部
教
授
の
研
究

ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
紹
介

織
で
、
人
権
と
女
性
の
地
位

を
高
め
る
奉
仕
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
村
上
先
生
は
、

一
九
九
二
年
に
「
カ
ラ
＝
西

ア
フ
リ
カ
自
立
協
力
会
」
を

設
立
、
現
地
の
人
た
ち
の
自

立
支
援
の
た
め
に
尽
力
し
て

い
る
こ
と
が
、
今
回
の
受
賞

と
な
っ
た
。

　
第
三
十
四
回
贈
呈
式
は
、

産経新聞2014年１月23日朝刊

▲胃ろう回避へ口腔リハビリに注目

▲

　
新
潟
病
院
口
腔
外
科
の
佐

久
間
要
臨
床
助
手
が
、
第

三
十
二
回
日
本
口
腔

腫
瘍
学
会
総
会
・
学

術
大
会
に
お
い
て
、

学
術
優
秀
ポ
ス
タ
ー

賞
を
受
賞
し
た
。
受

賞
演
題
は
、「
口
腔

扁
平
上
皮
癌
に
対
す

る
抗
癌
剤
感
受
性
試

験
Ｃ
Ｄ

－

Ｄ
Ｓ
Ｔ
法

表彰状を手にする佐久間助手

を
用
い
た
セ
ツ
キ
シ
マ
ブ
の

抗
腫
瘍
効
果
予
測
の
検
討
」

で
、
新
潟
病
院
口
腔
外
科
と

口
腔
外
科
学
講
座
の
共
同
研

究
に
よ
る
。

　
生
命
歯
学
部
薬
理
学
講
座

の
筒
井
健
機
教
授
の
最
終
記

念
講
義
は
、
昨
二
〇
一
三
年

十
一
月
六
日
午
後
五
時
三
十

分
よ
り
九
段
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
。
演
題
は
「
①
細
胞

が
ん
化
の
初
期
変
化
、
②
化

学
発
が
ん
研
究
、
③
フ
ッ
化

ナ
ト
リ
ウ
ム
研
究
」。

　
筒
井
教
授
は
昭
和
四
十
三

年

三

月

本

学

卒

業
（
第

五
十
七
回
卒
）、
本
学
大
学
院

歯
学
研
究
科
を
修
了
、
歯
学

部
歯
科
薬
理
学
教
室
助
手
、

講
師
、
助
教
授
を
経
て
、

六
十
二
年
に
教
授
に
就
任
。

歯
学
会
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。

　
新
潟
生
命
歯
学
部
薬
理
学

講
座
の
木
村
智
彦
教
授
の

最
終
記
念
講
義
は
、
一
月

二
十
七
日
午
後
二
時
四
十
分

よ
り
、
ア
イ
ヴ
イ
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
演
題
は
「
循

環
器
系
作
用
薬
」

　
木
村
教
授
は
昭
和
四
十
二

年
三
月
東
北
大
学
医
学
部
薬

学
科
卒
業
。
東
北
大
学
薬
学

部
助
教
授
を
経
て
、
平
成
七

年
四
月
本
学
新
潟
歯
学
部
薬

理
学
講
座
教
授
に
就
任
。
先

端
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
な
ど

を
歴
任
し
た
。

　
生
命
歯
学
部
小
児
歯
科
学

講
座
の
苅
部
洋
行
教
授
の
研

究
が
、
イ
ギ
リ
ス
『
ガ
ー
デ
ィ

ア
ン
』
紙
に
紹
介
さ
れ
た
。

　
記
事
は
「Scared of the 

dentist? This is w
hy,say 

neuroscientists

」
の
表
題

で
、
歯
科
用
タ
ー
ビ
ン
の
音

に
脳
が
ど
の
よ
う
に
反
応
す

る
か
を
解
明
す
る
こ
と
で
、

歯
科
治
療
恐
怖
患
者
の
不
安

を
和
ら
げ
る
こ
と
に
役
立
つ

と
い
う
内
容
。

　
苅
部
教
授
は
昨
年
十
一
月

に
ア
メ
リ
カ
・
サ
ン
デ
ェ
イ

ゴ
で
開
催
さ
れ
た
北
米
神
経

科
学
会
で
ポ
ス
タ
ー
発
表
を

行
っ
た
。
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
紙

は
一
八
二
一
年
に
創
刊
さ
れ

た
イ
ギ
リ
ス
の
大
手
一
般
紙

で
、
記
事
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト

はhttp://theguardian.
com

/society/2013/nov/10/
dentists-drills-brain-
neuroscientists

。

平成26年度 歯学会大会のお知らせ

◇日時：平成26年６月７日(土)10：30～17：00(予定）

◇会場：日本歯科大学生命歯学部　富士見ホール

◇メインテーマ「咀嚼による健康寿命の延伸」

※�特別講演では，遺伝因子があっても食事でコン
トロールしうることを見出し，またＷＨＯの協
力を得て循環器疾患と栄養との関係について世
界調査を行った家森幸男京都大学名誉教授に食
と健康について，講演していただきます。

大 会 長　 志賀　博（生命歯学部歯科補綴学第一講座）

問い合わせ：準備委員長　横山正起（歯科補綴学Ⅰ）

　　　　　 Tel 03 (3261) 8311　内線2470

　　　　　 e-mail: hotetsu1@tky.ndu.ac.jp

薬理学講座
（東京）　　　    　（新潟）

筒井教授　木村教授

最終記念講義

昨
年
十
一
月
十
二
日
に
新

潟
市
の
朱
鷺
メ
ッ
セ
で
開

催
さ
れ
、
全
国
か
ら
関
係
者

二
千
五
百
名
余
が
列
席
し

た
。
村
上
先
生
に
は
、
特
に

社
会
貢
献
賞
の
中
で
も
日
本

財
団
の
初
代
理
事
長
の
名
を

冠
し
た
最
高
の
栄
誉
で
あ
る

「
千
嘉
代
子
賞
」が
贈
ら
れ
た
。

　
本
学
名
誉
教
授
の
鴨
井
久

一
先
生
は
、
昨
年
十
一
月
の

秋
の
叙
勲
で
瑞
宝
中
綬
章
を

受
章
し
た
。
鴨
井
名
誉
教
授

は
、
本
学
五
十
二
回
卒
。

　
本
学
名
誉
教
授
の
佐
藤
田

鶴
子
先
生
は
、
こ
の
た
び
平

成
二
十
五
年
度
日
本
歯
科
医

学
会
会
長
賞
を
受
賞
し
た
。

　
二
月
二
十
四
日
に
開
催
さ

れ
た
第
九
十
一
回
学
会
評

議
員
会
に
お
い
て
授
賞
式
が

行
わ
れ
た
。
佐
藤
名
誉
教
授

は
、
本
学
五
十
七
回
卒
。


